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1. はじめに 

 山手線五反田・目黒間に位置する目黒変電所・旧

五反田三丁目社宅・目黒寮の敷地は品川区の地区計

画範囲に位置しており利便性の高い魅力ある複合市

街地の整備が計画されている。主な整備内容は目黒

寮の撤去、目黒変電所移設、線路に隣接する区画街

路 2 号の拡幅である (図-1)。本稿では区画街路 2 号

拡幅に伴い架設した仮設工事桁の鉄道クレーン車で

の一括撤去方法とその安全対策について報告する。 

 なお、鉄道クレーン車は東京工事事務所が保有す

る線路上を走行するクレーン車である(写真-1)。ジブ

が水平な状況で大きな吊上げ能力を有するため、架

線下においても分岐器や工事桁等の一括架設・撤去

が可能である。 

 

2. 工事概要及び課題 

工事概要は山手貨物下り線の仮設工事桁を鉄道ク

レーン車で一括撤去することである(図-2)。工事桁

は渋谷基地より山手貨物下り線を移動した鉄道クレ

ーン車で撤去し、同基地に運搬する。また、工事桁

撤去後のバラスト運搬や補充作業のため工事桁前後

へ軌陸バックホウを配置する計画としている。 

本工事の課題は短い線路閉鎖間合(終電から始発

までの保守間合のことであり、以下、線閉間合)の中

で工事桁を安全に撤去することである。 

 

3. 課題解決に対する問題と取り組み 

①事前作業と当夜作業の区分 

工事桁撤去後の軌道復旧には、バラストの埋戻

し・散布が必要である。確実に施工するためには施

工延長が短いことが望ましいが、工事桁沓座の位置

から撤去する桁長が確定するため、施工延長の変更

は困難である。また、同箇所は狭隘な区間であるた

め、資機材の仮置き場所にも制限が生じた。 

1)バラストの事前埋戻し 

当日の作業量を最小限化するため事前に工事桁下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.計画概要図 

図-2.工事概要図 
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写真-1.鉄道クレーン車 
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に路盤を形成し、工事桁と路盤コンクリートの隙間

にもバラストの事前散布を行った。 

2)資材置き場の確保 

 狭く点在している置き場を有効活用するため、バ 

ラスト軌道の主な資材である PC マクラギは作業効

率を考え工事桁脇へ、バラストはトンパックへ袋詰

めし、その他のスペースへ事前に運搬・仮置きした。

袋詰めすることで軌陸バックホウでの運搬が容易に

なる上に、袋を縦に積む事が可能となりスペースを

有効活用することとした。 

②作業範囲の明確化と安全対策 

線閉間合いが施工する山手貨物線と隣接となる山

手線では異なり(表-1)、山手線の間合では施工が困難

である。そこで山手線運行時間帯に山手貨物線で施

工する際のリスク項目とその対策を明確化し、施工

することとした。その内容を以下に示す。 

1)指揮命令系統の確立 

線路閉鎖着手前の線路内無断立入りや作業手順誤

り防止のため、工事桁撤去日については JR、協力会

社社員を含め指揮命令系統を明確化した。更に事前

検討会や工事着手前の点呼において関係者へ周知・

徹底した。 

2)作業範囲の明確化 

運行している山手線の線路内へ作業員や重機械等

が誤進入しないため、山手貨物上り線と山手線の間

に安全ロープを事前に設置し、作業範囲を明確化し

た(図-3)。また、列車見張員を配置し、隣接列車進

来時には列車見張員の指示に従い退避姿勢を遵守し

た。 

3)列車防護措置 

山手貨物下り線へ列車誤進入による重機械との衝

突や脱線事故を防止するため、列車防護措置として

大崎駅の出発信号機付近へ線閉表示板を設置した。

これにより列車の誤進入を防止した。 

4)重機使用時の安全対策 

重機械と隣接の山手線との接触事故を防止するた

め、軌陸バックホウの作業半径を確認し、山手貨物

下り線へ載線することで山手線の列車と接触しない

措置を講じた。その上で、PC マクラギやトンパック

の仮置き位置は、軌陸バックホウの吊上げ・運搬が

可能な道路側へ計画した。鉄道クレーン車は軌陸バ

ックホウとの競合を避けるため山手貨物上り線を走

行し、工事桁の撤去・運搬を行う事とした。更に、

重機械 1 台に 1 人重機安全指揮者を配置し隣接の山

手線列車進入時は作業を一時中断する計画とした。 

 

4. まとめ 

 本工事は当夜作業量を適正にし、入念な安全対策

をしたことにより大きなトラブルも無く施工するこ

とが出来た。これは各系統間で密に連絡を取り、安

全を第一に各々が役割を果たした結果である。今後

のプロジェクトにおいても本工事の経験を水平展開

し、安全で確実な施工に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真-2.工事桁一括撤去の様子 

表-1.サイクルタイム 

図-3.工事桁撤去時施工略図 
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